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【国際特許分類】
   Ｇ１１Ｂ   7/24035  (2013.01)
   Ｇ１１Ｂ   7/244    (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ   7/0065   (2006.01)
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【ＦＩ】
   Ｇ１１Ｂ   7/24    ５２２Ｌ
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   Ｇ１１Ｂ   7/0065  　　　　
   Ｇ０３Ｈ   1/02    　　　　
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【手続補正書】
【提出日】平成25年8月14日(2013.8.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光学データを記憶するための方法であって、当該方法が、
（ａ）ポリマーマトリックスと、三重項励起時に変化を起こして屈折率変化を引き起こす
ことができる反応体であってシンナメート、シンナメート誘導体、シンナムアミド誘導体
又はこれらの組合せからなる反応体と、化学線を吸収して前記反応体への上位三重項エネ
ルギー伝達を引き起こすことができる非線形増感剤とを含む光学データ記憶媒体を用意す
る段階と、
（ｂ）前記光学データ記憶媒体を干渉パターンで照射して前記非線形増感剤から反応体へ
の上位三重項エネルギー伝達を生じさせて屈折率変化を引き起こすことによって、前記光
学データ記憶媒体中にマイクロホログラムをビット単位方式で記録する段階
を含んでおり、前記光学データ記憶媒体の屈折率変化が０．００５以上である、方法。
【請求項２】
　前記光学データ記憶媒体の屈折率変化が０．０５以上である、請求項１記載の方法。
【請求項３】
　前記反応体が、ポリビニルシンナメート（ＰＶＣｍ）、ポリビニル４－クロロシンナメ
ート（ＰＶＣｌＣｍ）、ポリビニル４－メトキシシンナメート（ＰＶＭｅＯＣｍ）、（２
Ｅ，２’Ｅ）－（（１Ｓ，２Ｓ）－シクロヘキサン－１，２－ジイル）ビス（３－フェニ
ルアクリレート）、（２Ｅ，２’Ｅ）－（（１Ｓ，２Ｓ）－シクロヘキサン－１，２－ジ
イル）ビス（４－クロロフェニルアクリレート）、（２Ｅ，２’Ｅ）－（（１Ｓ，２Ｓ）
－シクロヘキサン－１，２－ジイル）ビス（４－メトキシフェニルアクリレート）、（２
Ｅ，２’Ｅ）－Ｎ，Ｎ’－（（１Ｓ，２Ｓ）－シクロヘキサン－１，２－ジイル）ビス（
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３－フェニルアクリルアミド）、（２Ｅ，２’Ｅ）－Ｎ，Ｎ’－（（１Ｓ，２Ｓ）－シク
ロヘキサン－１，２－ジイル）ビス（３－（４－クロロフェニル）アクリルアミド）、（
２Ｅ，２’Ｅ）－Ｎ，Ｎ’－（（１Ｓ，２Ｓ）－シクロヘキサン－１，２－ジイル）ビス
（３－（４－メトキシフェニル）アクリルアミド）又はこれらの組合せからなる、請求項
１又は請求項２記載の方法。
【請求項４】
　前記光学データ記憶媒体が、非線形増感剤と反応体との間でエネルギーを伝達し得る媒
介物をさらに含む、請求項１乃至請求項３のいずれか１項記載の方法。
【請求項５】
　前記媒介物が、アセトフェノン、ジメチルフタレート、ベンゾフェノン、９Ｈ－フルオ
レン、ビフェニル、フェナントレン、１－ナフトニトリル又はこれらの組合せを含む、請
求項４記載の方法。
【請求項６】
　前記非線形増感剤が逐次二光子吸収型逆飽和吸収体を含む、請求項１乃至請求項５のい
ずれか１項記載の方法。
【請求項７】
　前記非線形増感剤がフタロシアニン染料、サブフタロシアニン染料又はアルキニル白金
染料を含む、請求項６記載の方法。
【請求項８】
　前記光学データ記憶媒体が、光安定剤をさらに含む、請求項１乃至請求項７のいずれか
１項記載の方法。
【請求項９】
　前記光安定剤がビスジチオベンジルニッケルである、請求項８記載の方法。
【請求項１０】
　前記ポリマーマトリックスが、ポリビニルアルコール、ポリ（アルキルメタクリレート
）、ポリ（アルキルアクリレート）、ポリスチレン、ポリカーボネート、ポリアクリレー
ト、ポリ（塩化ビニリデン）、ポリ（酢酸ビニル）又はこれらの組合せを含む、請求項１
乃至請求項９のいずれか１項記載の方法。
【請求項１１】
　ポリマーマトリックスと、
　三重項励起時に変化を起こして屈折率変化を引き起こすことができる反応体であってシ
ンナメート、シンナメート誘導体、シンナムアミド誘導体又はこれらの組合せからなる反
応体と、
　化学線を吸収して前記反応体への上位三重項エネルギー伝達を引き起こすことができる
逆飽和吸収体を含む非線形増感剤であってフタロシアニン染料、サブフタロシアニン染料
又はアルキニル白金染料を含む非線形増感剤と、
を含んでなる光学データ記憶媒体であって、マイクロホログラムをビット単位方式で記録
することのできる光学データ記憶媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　ポリビニルシンナメート、シンナメート誘導体及びシンナムアミド類似体の例には、特
に限定されないが、ポリビニルシンナメート（ＰＶＣｍ）、ポリビニル４－クロロシンナ
メート（ＰＶＣｌＣｍ）、ポリビニル４－メトキシシンナメート（ＰＶＭｅＯＣｍ）、（
２Ｅ，２’Ｅ）－（（１Ｓ，２Ｓ）－シクロヘキサン－１，２－ジイル）ビス（３－フェ
ニルアクリレート）、（２Ｅ，２’Ｅ）－（（１Ｓ，２Ｓ）－シクロヘキサン－１，２－
ジイル）ビス（４－クロロフェニルアクリレート）、（２Ｅ，２’Ｅ）－（（１Ｓ，２Ｓ
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）－シクロヘキサン－１，２－ジイル）ビス（４－メトキシフェニルアクリレート）、（
２Ｅ，２’Ｅ）－Ｎ，Ｎ’－（（１Ｓ，２Ｓ）－シクロヘキサン－１，２－ジイル）ビス
（３－フェニルアクリルアミド）、（２Ｅ，２’Ｅ）－Ｎ，Ｎ’－（（１Ｓ，２Ｓ）－シ
クロヘキサン－１，２－ジイル）ビス（３－（４－クロロフェニル）アクリルアミド）及
び（２Ｅ，２’Ｅ）－Ｎ，Ｎ’－（（１Ｓ，２Ｓ）－シクロヘキサン－１，２－ジイル）
ビス（３－（４－メトキシフェニル）アクリルアミド）がある。これらを以下に示す。
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